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研究成果の概要（和文）：ニホニウムなどに代表される新しい新元素合成を目指し、従来の実験手法とは異な
る、新しい手法を提案し、それによる合成確率を評価する研究を行った。未知の原子核である119番元素以上の
元素合成を目指し、動力学模型を用いて超重元素領域の融合分裂過程を詳細に検討し、どのような状況下にあれ
ば融合確率が大きくなるかを分析した。原子核の内部構造による殻補正エネルギーおよびそれによる摩擦係数の
影響など、反応機構を調べた。様々な系で試算し、新元素合成の可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：To synthesis of superheavy elements, the shell structure is very important 
not only in the stability of nuclei,　but also the fusion process, especially the cold fusion 
reaction. We employ the Langevin equation with the microscopic transport coefficients and calculate 
the fusion cross section for the reaction 70Zn+ 208 Pb as a test. We found the enhancement of the 
fusion probability due to the small friction. In the dynamical process, the effect of nuclear 
structure is investigated precisely. We suggest new approach for synthesis of superheavy elements.

研究分野： 原子核理論

キーワード： 新元素合成　周期表　ニホニウム　動力学模型　揺動散逸定理　殻構造
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人類の文明の発展を支えてきた元素発見の歴史は、現在も続いており、科学文明の根幹をなしている。数年前に
日本由来の元素であるニホニウムが周期表に加わり、非常に大きな話題になった。新元素が発見され周期表に新
しい名前が加わることは小学生にも理解することができる最先端の科学ニュースである。知的好奇心だけではな
く、原子力エネルギーの話題、さらに国際間の共同研究なども新元素合成には深く密接に関係している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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